
範
二
十
三
谷

筋
鞘
統

7頭
ハ

富
山
嚇
小
矢
部
川
床
に
露
出
す
る
砂
岩

々
脈

に
就

い
て
(
樹
版
第
凹
版
付
)

今

村

外

治

拷

二
三
l
二L
LI,i

水
成
起
源
の
岩
脈
は

一
般

に
其
の
例
極
め
て
少
-
､
従
っ
て
痩
撃

の
筆
者
の
知
る
眼
力
で
は
'
我
が
問
に
於
て
も

(1
)(け1)

(e,)

(4
)

こ
れ
ま
で
に
報
骨
せ
ら
れ
た
も
の
は
､
僅
々
二
三
に
過
ぎ
な

い
様
で
あ
る
｡
近
年
脇

水
城
五
郎
博
士
並
に

佐

藤
源
郎

カ
L

撃
ij
は
､
夫
々
和
歌
山
噸
旧
遊
鞠
南
部
綱
月
齢
f
村
槽
現
出
附
妃
に
登
連
す
る
棲
め
て
多
数
の
砂
泥
岩

々
脈
と
､
'B

に
是
等
ほ
件
ふ
揮
層
性
餅
盤

(
泥
火
山
の
囲
推
せ
る
も
の
)
に
就

い
て
報
普
rb
居1
た
が
､
何
れ
も
文
部
箭
天
然
記
念

物
は
指
定
せ
ら
れ
た
｡
最
近
脇
水
博
士
よ
-
承
る
魔
に
よ
れ
ば
ー
群
馬
堀
下
吹
割
演
に
､
砂
岩
及
磯
岩
の
岩
脈
が

.i

本
づ

J
散
見
さ
れ
ね
と
云

ふ
O

･1
ナ
･-

.7
ト
･～

筆
者
の
蓑
に
報
骨
致
r
J
う
と
瓜
ふ
も
の
は
､
富
山
腺
閣
偶
波
郡
太
夫
両
村
､
小
矢
部
川
五
箇
村
用
水
取
入
口
の
北

方
約
▲九
十
米
の
川
床
は
露
出
す
る
も
の
で
あ
る
(
第

一
図
参
照
)
.

中

越
脱
潤
光
輝
下
車
.
徒
歩
的

.i
時
間
中
ほ

て現

地
に
連
す
る
こ
と
が
出
水
る
0



雛 一 問 ′ト矢輝 け流域地質略間

宮
川
暇
小
矢
部
川
船
に
緑
川
す
る
砂
山方
々
脈
に
就

い
て

二

地

質

概

説

(
i-_
)

本
地
域
は
､

辻村
助
教
授
は
よ
っ
て
論
ぜ
ら

イ
オ
ー
ゼ
ン

々
カ
シ
ヨウ
ヅ

れ
ね
､
簡

王

山

並

に

高

清

水

両

断
厨
崖
の
間
に

凝
連
す
る
咽
波
平
野
の
固
執
に
付
し
､
南
部
川

地

へ
の
漸
移
地
に
常
る
｡
附
近
ほ
露
出
す
る
地

層
は
次
の
様
で
あ
る
｡

-
線
色
凝
涙
岩
居

中
新
枕
下
部

(攻
出

山村
の
焼
山和
紙

を
含
む
)

コ
立
野
ケ
原
磯
層

韓

新

統

三
段
丘
砂
磯
屠

沖
積
統
?

…

線

色

凝

祝

岩

暦

本
暦
は
五
箇
柑
用
水
取
入
‖
附
近
で
は
､
小

矢
部
川
床
放
び
段
丘
崖
に
露
出
す
る
O
角
磯
質

の
部
分
で
は
､
稀
に
粧
種
三
十
糎
大
の
安
川
葛

の
角
磯
を
含
む
乙
と
あ

-
'
暦
排
も
飲

み
顕
著

孟
七

五



地

球

鱒

二
十
三
容

第
四
助

二
只

六

で
な
い
｡
又
時
に
直
種

一
米
.
或
は
長
n
Tニ
米
に
も
連
す
る
韻
色
珪
化
木
の
大
塊
を
含

U
FJ
と
も
あ
る
｡

7
枚
に
淡

諌
色
で
､
厚
さ
数
糎
の
旗
色
泥
貿
岩
層
を
介
在
す
る
鷹
で
は
暦
理
明
に
し
て
､
走
向
北
大
C
t鹿
乃
至
七
五
度
酉
'
傾

斜
北
東
二
〇
度
乃
至

7
二
度
縄
庇
で
あ
る
｡

打
尾
川
桁
=.13:i･七
曲
や
､
其
の
兼
是
ケ
谷
等
に
放
て
は
､
乙

の
凝
次
岩
に
伴
っ
て
噴
出
し
カ
と
考

へ
ら
れ
る
輝
石
安

山
岩
の
熔
岩
流
が
あ
っ
て
'
板
状
節
排
撃

ポ
し
て
ゐ
る
｡

r)
ヰ
ゼ
･･･

化
ポ
と
し
で
は
珪
化
せ
る
樹
幹
の
外
は
'
前
記
用
水
取
入
口
の
南
方
史
に
二
粁
､
西
太
美
和
小
院
瀬
見
部
落
に
あ

る
､
高
岡
電
燈
小
矢
部
川
凝
竃
所
水
路
の
暗
渠
附
進
は
於
で
'
岩
質
極
め
て
整
硯
在
る
耗
友
岩
中
は

Quercus
sp･

其
の
他
の
植
物
葉
の
化
石
を
産
閏
す
る
｡
張
等
の
化
石
に
よ
っ
で
匿
接
乙
の
凝
友
岩
暦
の
時
代
を
定

む
る
乙
と
は
榊

(･c)(7
)

凍
な

い
が
､
筆
者
が
嘗
て
報
骨
L
LJ
機
に
､
石
川
噸
犀
川
流
域
や
､
富
山
噸
八
尾
附
近
よ
さ
督
地
域

へ
か
け
て
遵
頂

地
質
踏
査
の
結
英
は
'

層
位
上
望
月
藤
海
撃
士

の
犀
川
瀞

の
下
棟
に
あ
る
産
衣
岩
､

或
は
八
尾
続
の

V
i
carya･

岩
io
g
y
p
sina

含
有
暦
の
下
付
に
あ
る
安
山
岩
'
基
塊
岩
層
に
封
此
し
得
る
乙
と
は
疑
以
h
t抑
み
得
な

い
｡
従
っ
て

日
下
の
魔
､
筆
者
は
中
新
枕
下
部
を
代
表
す
る
も
の
と
考

へ
る
｡

vT
f

立

野

ケ

原

嘩

屠

ジ
ヨウ
ハナ

小
矢
部

川
の
東
'
城

端

町

の
酉
は
あ
っ
て
､
陸
軍
演
習
場
に
使
用
ru
れ
で
ゐ
る
塵
高

一
五
〇
米
乃
至
二
五

〇
米
の

立
野
ケ
原
薦
扇
状
地
を
雌
式
露
出
地
と
し
､
附
近
の
是
と
同
様
の
磯
暦
を
立
野
ケ
原
磯
圏
と
呼
ぶ
乙

と
と
す
る
｡
厚

(cc)

さ
七
〇
米
以
上
に
及
び
､
砂
暦

･
粘
土
層
放
び
泥
炭
層
を
挿
み
､
段
丘
砂
塵
暦
と
置
別
し
得
る
｡
醤
王
叫
断
層
崖
下

の
丘
陵
地
に
あ
り
で
は
､
西
太
美
村
野
地
と
同
村
小
二
叉
間
に
は
､
明
に
立
野
ケ
原
磯
骨
の
堆
鵜
が
静
め
ら
れ
る
が
､



小
二
叉
以
西
は
あ
-
て
は
､
韓
玉
山
断
層
崖
下
の
茂
雄
と
し

てー
流
紋
岩

々
膚
が
丘
陵
地
上
に
厚
-
堆
精
し
､
之
と

前
記
滝
野
ケ
原
磯
厨
と
の
直
接
陶
係
は
未
だ
知
-
符
を

い
｡
本
磯
暦
は
翠
大
以
上
の
流
紋
岩

･
輝
石
叉
は
角
閃
安
山

岩
･珪
岩
･純
色
産
衣
岩
等
の
磯
よ
-
孜
-
､
流
紋
岩
機
中
に
は
美
し

き
.Schilterization
anort
hoclase
を
含
み
､

(I,I)

又
珪
岩
磯
は
所
謂
｢
而
光
種
｣
と
栴
せ
ら
れ
'
酒
杯
･印
材
其
の
他
飾
石
は
使
用
せ
ら
る
-
.柾
の
原
石
と
同
質
で
あ
る
｡

前
記
純
色
凝
灰
岩
暦
を
不
整
合
は
被
覆
す
る
様
は
'
五
箇
柑
用
水
取
入
口
の
北
方
約

一
二
〇
米
附
鑑
に
於
で
観
察
出

凍
る
｡
本
磯
野
の
時
代
を
定
む
る
材
料
は
､
目
下
の
塵
不
充
分
で
あ
る
が
､
そ
の
分
布
高
度
並
に
侵
蝕
程
度
等
よ
卓

(川
)

見
で
'
恐
ら
-
筆
者
の
英
綱
川
磯
圏
(敢
新
統
)
は
封
此
せ
ら
る
べ

き
も
の
と
推
定
し
て
ゐ
る
｡

三

段

丘

砂

聯

暦

太
美
山
柑
鋼
掛
及
是
ケ
谷
以
北
の
小
矢
部
川
並
に
其
の
支
流
打
尾
川
の
沿
岸
等
ほ
磯
達
し
'
大
髄
二
段
を
数

へ
る

こ
と
が
出
凍
､
純
色
産
衣
岩
層
･立
野
ケ
原
磯
暦
を
不
盤
合
に
被
覆
し
厚
さ
数
米
に
及
ぶ
｡

三

砂

岩

々

脈

回

症

状

岩
脈
は
五
箇
村
用
水
取
入
日
の
下
流
約
五

C
米
の
魔
は
大
(A
)
･
小
(ち
)
の
二
本
あ
っ
て
､
鉄
色
産
衣
岩
中
に
磯

連
す
る
｡

岩
脈
(A
)

は
大
磯
北
五

C
渡
来
よ
か
北
七

〇
度
兼
に
向
ひ
､
完
金
に
川
床
を
横
断
し
て
露
出
L
t
そ
の
延
長
三

六
米
に
及
ぶ
｡
金
鰭
と
し
て
珊
弓
形
は
轡
曲
し
､
更
は
局
部
的
に
は
小
敵
状
屈
曲
と
.
幅
員
の
肥
挿
聖

不
し
て
ゐ
る
｡

･:_･M
両
舷
小
矢
部
川
恥
に
緒
川
す
る
砂
-:町
々
鵬
に
就

い
て

畠

九

七



;jlr'.岡 岩 脈 (B) 第 二 聞

■1-_一.【

f

～

瑚

L

1

.

〟

鱒

二
十
三
鴨

鱒
『
雷

】善

人

幅
員
は
大
砥
二
〇
糎
で
あ
る
が
､
よ
い
轟
は

二

五

楓
に
及
び

狭

い
虚
は
1
0
線
-こ
為
ぎ
な

い
0

川
嫌
両
･=i
の
崖
の
嘉
川
と
見
る
ほ
､
岩
脈
は
殆

人
ど
垂
茸

に
准
友
岩
中
に
介
在
L
t
僅
暮こ
南
方
に
傾
斜
す
る

(
闘
版
事

凹
版
第
二
樹
参
照
)0

岩
膿
(
FO
)

は
北
三
〇
度
酉
の
方
向
を
取
A
前
者
と
殆
<

ど
れ
杓
に
交
叉
す
る
｡
局
部
的
に
は
多
少
屈
曲
あ
る
も
金
債
と
し

て
は
抵
娘
的
で
'
延
長
三
七
米
は
及
び
'
縞

貝
は

‥
C
港
内
外
で
あ
る
が
､
北
方
に
次
第

に
尖
端
し
前
者
と
同
じ
-
凝
次
岩
中
に
垂
直

は
介
在
す
る
様
で
あ
る
｡
岩
脈
(
A
)と
の
交

叉
状
況
は
水
面
下
に
没
し

て判
然
し
な

い
｡

8

着

貫

誉
義
(
A
)

は
部
分
に
よ
っ
て
多
少
岩
賓

と
異
に
L
t
小
粒
砂
岩
貿
帝

王
耗
来
賓
微
粒

砂
岩
部
と
あ
る
｡
砂
岩
賓
部
は
束
白
色
乃
東
女
青
色
中
世
の
耗
友
賃
砂
岩
で
あ
っ
て
､
長
石
杜
長
も

多
く
､
其
の
他



:IllIJq 岡 岩,A-_1.I痕(A)と構成するJl･'･輪伐

凝':yi門敵柁砂岩部

石
英
粒

･
杓
閃
石
粒
等
と
へ･C1
U
｡

人

い
r
,
押

約

′

､I.
t
.)
粍

乃
.や
し
､
.I#
粍

杵
度
で
あ
る
O
凝
東
門
微
粒
砂
･=〃
部

は

淡
〓

色

で

､t
il
r

JL
.
t

.ITg
托

内

外
の
締

め
て
薄

い
溌
吊

色
精
+
.軍

紫
か
一柳
繁
に
火
み

､
恰
7r̂
樹
仲
の

年

輪
h
ll九
る
様
で
あ
る

(
節
朋
間
奏
照
)｡

こ
の
凝
加
代
微
粒
彬
,=打
と
糾

卜
と
の
交
血
相

而
け
'
岩
脈
の
似q
E
i
'と

日
成
垂
tJ
に
戟
通
す
る
も
必
L

も
側
喋
に
平
行
せ
ず
'
交
互
解
け口
の
間
隙
は
側
壁
よ
-
岩
脈
の
中
心
に

起

つ
-
に
従
っ
て
村
人
す
る
盛
が
あ

-
､
そ
の
鱒

日
は
五
粍
乃
14TJ一
粍

僻
圧
で
あ
る
U
凝
成
羽
徴
柁
彬
山村
部
け
常
に
岩
脈
の
舶
側
に
あ
矢

巾

粗
砂
川村
部

は
岩
脈
の
小
火
と
古
め
ノし
わ
る

が
'
両
好

の
帖
S
の
比
は
部
分
に
ょ
-
一

定
せ
ず
J
父
両
省
の
境
淋
'-E
は
後
者
の
舛

輪
欄
交
4,は
,桝

に
斜
交
す
る
巌
が
あ
る

(
節

･flJ
榊
馨
i=…)し
和
歌
:-
螺
鉛
-;
の
岩
脈
に
鹿

々
見
る
枝
に
､

他
山
〃
小
の
砕
片
又
1
.
み
角
磯

状
h
.
=
仁
す
る
椎
の
rJ
と
は
な

い
｡
久
岩
脈
が
部
分
に
ょ
っ
て
仙
岩
中
に
溝
服
に
･.L*
蝕

rJ

れ
る
rJ
と
は
な
く
t

i,
し
ろ

凸
状
に
突
起
す
る
こ
と
あ
る
小
耳

ヤ
'
地
組
で
破
砕
す
る

に
は
川
間
の
凝
水
川石
よ
-
･7T･
梢
困
難
&.適

す
る
乙
と

な

ど
は

'

･=
Tr
脈

(
殊

に

申

粒

ル

･:
〟

門
部
)
の
･=lG
邪
が
凝
水
封
に
比
し
て

純
度
人
で
あ
る
と
此

仙
す

べd
Jで
あ

る
.

節ニLこr,I_I;1 岩脈(A)の構造
ィ. 年輪様lEt庚T;撒f:I_紗i-.'1..7;
t7. 申i:･1秒1-.I,q;

E)IL/･'･::;: ･-''

ィ:遥 遠 蓋鞄

:.‥…
山
際
小
矢
部
川
恥
に
什仲
川
す
る
抄
…日
々

取
に
就

い
て＼

､.

ノL



l

地

球

節
二
十
三
谷

妨
四
拙

三笠

.J
O

岩
脈
(B
)

は
部
分
は
よ
っ
て
岩
肇
を
異
に
す
る
乙
と
は
殆
ん
ど
老

い
.
精
泥
質
の
産
衣
質
砂
岩
で
樹
磯
叉
は
角

棟
を
仲
は
ず
｡
或

は
菩

石
版
(A
)
の
様
夜
年
輪
様
の
交
互
暦
を

不
す
乙
と
も
な
主

税
度
も
周
囲
の
産
衣
岩
と
差
異

が
夜

5'
｡且

成

因

水
成
起
源
岩
脈
の
成
因
に
就

い
て
従
氷
論
ぜ
ら
れ
た
例
を
見
る
ほ
､
先
づ
地
厚
に
或
原
因
で
裂
醇
を
生
じ

.i
､
そ
れ
が
淡
水
し
て
上
部
よ
-
砂
派
が
流
入
充
填
せ
る
場
合
｡

二
､
火
成
岩
脈
の
戒
は
地
下
よ
-
砂
泥
が
噴
出
し
て
裂
碑
を
充
填
せ
る
場
合
｡

と
が
あ
る
｡
更
に
裂
僻
の
原
因
を
主
と
し
て
第

一
の
例
を
考
察
す
る
ほ

(
A
)別
剣
作
用
に
よ
る
も
の

.

(〓
)

刷
制
作
用
に
よ
る
不
規
則
夜
価
層
の
裂
値
が
其
の
後
沈
水
し
て
砂
塵
が
流
入
充
填
せ
る
も
の
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

R
.
s
s

h.ire
の
胎
生
界
ル
ウ
小
シ
ャ
系
片
麻
岩

一(L
ewi
sia
n
G

neiss)巾
に
原
錐
界

ト
リ
ド
ン
砂
岩

l
(T
.rr
id
.

nian

Sandston.e)
及
磯
岩
の
岩
脈
の
饗
達
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
ゐ
る

｡

(
Fq
)梅
岩
流
の
冷
却
に
よ
る
も
の

(Ail)

制
海
に
流
入
せ
る
熔
岩
洗
中
に
冷
却
に
よ
る
裂
醇
を
鐘
じ
砂
泥
が
之
に
堆
積
せ
る
も
の
で
､

か＼
る

例
は
ス

コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
嘗
赤
砂
岩
(
泥
盆
系
)
中
の
安
山
岩
の
熔
岩
流
等
ほ
於
で
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡
乙
の
場
合
に
は

垂

直
夜
裂
櫨
中

に
堆
積
せ
る
砂
泥
暦
が
水
平
に
成
層
状
態
か
二
不
し
て
ゐ
る
｡

(
C
)地
震
に
よ
る
も
の



EIM

-
･リー1･,-一1･l･1.一･一･,一日ql-
･壬

-
1
,■■
■
】川t
一

3せ
凸地
震
は
よ
-
梅
底
の
地
骨
に
裂
傭
h
T鎌
じ
其
の
中

へ
砂
や
介
殻
が
迅
速
に
流
入
光
墳

せ

る
も

の
で
､
ロ

シ

ャ

A
la
ty
r
地
方
の
白
壁
系
粘
土
暦
中
に
漸
新
統
合
化
石
砂
岩
脈
の
発
達
せ
る
乙
と
が

P
ro
f
.

P
a
v

to
w

に
よ

-
て
報

ぜ
ら
れ
ね
｡

史
は
姉
二
の
例
と
し
て
砂
泥
充
填
の
起
鯨
は
次
の
様
な
も
の
が
推
定
さ
れ
る
｡

,(
A
)地
震
現
象
に
件
ふ
屯
の

(〓
)

地
震
に
件
3
秒
泥
の
晴
山
せ
ら
れ
る
乙
と
は
極
め
て
周
知
の
事
柄
で
'
本
邦
に
於
で
も
そ
の
例
に
乏
し
-
老

い
｡

(S
)

サ
T
コウ
ヒ
キ

即
ち
明
治
三
十
九
年
違
轡

嘉

義
地
震
の
際
､
菜

公

債

附

近
の
田
圃
な
ど
が
見
渡
す
限
-
厚

さ
二
八
に
も
及
ぶ
顕
著
夜

(I
)

(17
)

喧
砂
に
よ
っ
て
確
ほ
れ
た
由
で
あ
る
｡
妃
-
は
補
栗
大
地
震
や
､
丹
後
地
笈
に
於
て
も
か
＼
る
例
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
｡

(捕
)
明
治
四
十
二
年
有
珠
岳
噴
火
に
普

h二
一十
六
筒
の
泥
火
山
が
喧
砂
に
よ
っ
て
出
水
ね
が
､
苑
と
て
も
噴
火
に
伴
ふ
地

(川
一

震
現
象
は
よ
る
と
訟
明
さ
れ
た
｡

J.SIDilter
氏
は
北
部

C
al
if
ornia
に
於
で
白
華
系
砂
岩

･
貢
岩
中
に
凝
達
せ

る
多
数
の
不
純
石
英
秒
岩
脈
に
就

い
て
論
じ
た
が
そ
の
成
因
に
洗

い
で
は
地
旗
裂
醇
が
暁
砂
は
よ
-
急
激
に
充
填
せ

ら
れ
た
も
の
と
説
明
し
カ
｡
我
が
問
に
放
て
79
和
歌
山
豚
下
の
も
の
に
は
同
様
の
簡
明
が
行
ほ
れ
て
ゐ
る
｡

(
B
)
地
下
水
に
よ
る
屯
の

(.?.)九
州
淡
_I~
等
は
於
て
岩
石
を
賞
き

掛
淡
が
脈
欺
け
存
在
す
る
場
各
に
は
そ
れ
を
｢
ホ
ヤ
脈
｣
と
精
し
'
そ
の
成
因
に

拙
さ
故
編
地
信
世
畢
士
は
､｢
地
下
水
が
或
特
種
の
石
炭
層
の
内
を
通
過
す
る
と

き
､
其
の
石
炭
中
の
粉
末
を
運
搬
し

凍

み
て
岩
石
裂
値
の
間
に
沈
積
し
わ
る
も
の
｣
と
運
べ
ら
れ

てゐ
る
O
然
し
岩
的
蛋
三
博
士
は
涌
地
学
士
の
詮
に
柵

疑
問
を
有
せ
ら
れ
る
戒
で
あ
る
｡

I::=
山
桜
小
矢
部
川
鵬
に
紘
柑
す
る
砂
･:,;
々
脈
に
就

い
て

7
1空

I
i



･仙
)

♪小

約

二
十
二
笹

･.那
川
披

二
詣

二

.I

(C
)油
田
地
方
に
伴
ふ
も
の

こ樺
太
豊
異
餓
遺
沿
線
の
泥
火
山
の
如
-
次
酸
丸
期
の
析
出
に
俳
人
場
各
も
あ
る
が
'
～
-

新
藤
文
雄
学
士
は
炭
綾

(仙〓

瓦
斯
は
石
油
天
然
瓦
斯
の
地
下
燃
焼
に
よ
る
も
の
な
ら
ず
や
と
の
壁
を
和
せ
ら
る
-

毒
轡
の
姦
商
･高
雅
両
州
や
､

(;u縮
句
ミ
ン
ブ

-
(M
inbu)
油
ES
の
如
-
和
油
天
然
瓦
斯
噴
桝
に
作
ふ
極
め
て
兄
都
夜
泥
火
山
群
の
登
壇
が
知
ら
れ

(T.I

て
ゐ
る
.
新
谷
詰
三
撃
士
は
緬
句
エ
ナ
ン
'ジ
ャ
ン

(Y
en
angyaung
)
ラー日
田
地
方
に
幾
多
の
泥
脈

(M
u
d

veins)

の
敏
速
す
る
rJ
と
は
注
意
せ
ら
れ
､
過
去
の
泥
火
山
珪
戊
に
㈱
聯
せ
る
噴
出
泥
に
よ
る
も
の
と
訟
明
さ
れ
た
｡

(D
)火
山
地
方
に
伴
ふ
も
の

(.I.)

冨
川
牒
立
川
の
地
獄
谷
や
､
長
崎
嘱
雲
仙
岳
の
大
地
獄
に
は
硫
気
孔
に
件
ふ
噴
泥
あ
わ
｡
更
に
別
府
況
泉
地
帯
の

｣･=･.-

(fl)

坊
主

･
紺
屋

･
血
ノ
池
地
獄
､

さ
ては
霧
島
火
山
の
陽
ノ
池
他
見
等
も
蒸
気
噴
気
孔
に
仲
ふ
喧
泥
を
以
っ
て
知
ら
れ
､

屡

々
泥
火
山
k
.形
成
す
る
｡
浅
草
の
筆
者
は
未
だ
か
!
る
機
巧
に
よ
っ
て
水
成
起
搬
岩
脈
の
成
因
を
訣
別
せ
る
例
の

存
否
む
知
ら
覆

い
が
､
喧
泥
の

一
現
象
と
し
て

一
腰
考
慮
し

て見
た
｡
葵
城
鋸
徴
晶
を
豊
富
に
含
有
す
る
和
歌
山
原

00

下
の
砂
泥
岩
脈
に
就

い
て
は
地
震
に
件
以
成
立
せ
る
岩
脈
が
二

次

的
に
汎
泉
作
用
を
受
け
た
も
の
と
紋
別
さ
れ
ね
に

過
ぎ
を

い
｡

扱
て
普
地
域
の
砂
岩
脈
の
成
因
に
就

い
て
考
察
す
る
に
､

V
E!R
爪

l
､
裂
楯
の
成
凹
は
別
と
し
て
､
そ
の
上
部
か
ら
砂
泥
が
流
入
充
填
せ
る
場
合

が
む
し
ろ
多

い
と
A

.

G
eik
ie
が

論
じ
て
み
る
媒
で
あ
る
が
､
督
地
域
の
岩
脈
に
関
し
て
は
左
記
の
珊
由
に
ょ
-
､
そ
の
可
能
性
が
覆

い
機
は
考

へ
る
0

即
ち
(
.(
)岩
脈
の
岩
質
が
件
岩
た
る
純
色
凝
灰
岩
厨
に
朝
練
槻
係
を
有
す
る
乙
と
｡
(
二
)
岩
脈
の
雨
側
壁
が
殆
ど
窮



｣

帖
な
る
は
拘
ら
ず
岩
脈
は
水
平
は
成
圏
せ
ず
し
て
判
で
年
輪
戒
交
互
静
が
側
死
と
同
様
窮
寓
に
教
連
す
る
乙
と
等
で

あ
る
〇
二
､
地
下
よ
-
秒
泥
が
噴
出
し
て
仙
骨
の
裂
櫨
を
充
填
せ
る
場
各
は
就

い
て
は
､
前
記
緬
句
の
舵
脈
の
如
-
油
田

地
方
泥
火
山
生
成
と
糾
逃
せ
し
ひ
る
乙
と
は
､
普
地
域
の
地
質
が
油
円
地
質
と
無
的
係
を

与
と
断
定
し
得
る
が
籍
に

そ
の
可
能
性
は
金
-
な

い
｡
叉
火
山
地
方
の
硫
気
孔
や
噴
気
孔
と
も
蚤
-
無
踊
係
で
あ
る
｡
外
囲
の
岩
脈
に
就

い
て

も
地
震
裂
醇
が
充
填

さ
れ
ね
と
証
糾
せ
る
場
(=
が
多

い
か
ら
或
は
同
様
の
解
秤
を
乙
の
場
合
に
も
適
用
す
べ
き
も
の

か
も
知
れ
な

い
｡
奴
℃

岩
脈
(
A
)
に
発
達
す
る
年
輪
様
交
互
暦
の
成
因
は
就

い
て
は
､
機
撃
の
筆
者
に
は
遺
憾
を
が

ら
末
だ
確
信
あ
る
説
明
法
が
考

へ
つ
か
を

い
｡
此
の
鮎
特
に
先
輩
譜
聾
者
の
御
重
数
を
希
ふ
次
第
で
あ
る
.

㈲

岩

脈

生

成

の

時

期

和
歌
山
豚
下
の
岩
脈
は
を
の
賞
-
中
新
統
岩
層
の
沈
積
途
中
に
成
立
せ
る
乙
と
は
､
泥
火
山
に
よ
る
餅
盤
を
伴
ふ

こ
と
に
よ
っ
て
79
明
か
で
あ
る
｡
然
し
を
が
ら
本
地
域
の
岩
脈
に
は
か
J
る
特
殊
物
を
件
は
老

い
｡

ね
だ
滋
野
ケ
招
魂
暦
が
産
衣
岩
と
彬
岩
脈
と
を
共
は
ポ
生
食
に
被
碓
す
る
が
故
に
､
立
野
ケ
灰
塵
暦
の
示
す
時
代

以
前
の
銀
戒
で
あ
る
乙
と
だ
け
は
確
薯
で
あ
る
｡
岩
脈
の
杖
皮
が
何
等
特
殊
的
原
因
に
よ
る
と
も
考

へ
ら
れ
覆

い
の

に
､
周
囲
の
第
三
紀
凝
灰
岩
層
の
枇
庇
と
大
差
の
覆

い
斯
よ
-
見
て
､
恐
ら
-
第
三
紀
中
に
珪
戚
せ
ら
れ
た
も
の
で

は
あ
る
せ

い
か
｡

担

締

I:･.=
=_
嚇
小
火
却
川
肺
に
強
化
す
る
砂
･:=
々

鵬
に
就

い
て

三
悪

三



地

球

肺
二
十
三
各

節
揖
蚊

孟
六

一
四

=
;i
を
要
す
る
に
､

小
矢
部
川
床
に
教
達
す
る
砂
岩
々
脈
に
就
い
て
､
大
憶
左
の
革
質
が
知
ら
得
ら
れ
る
.

二

大
･小
二
本
の
水
野
岩
脈
が
あ
っ
雪

中
新
統
線
色
産
衣
岩
層
中
に
介
在
L
t
互
に
殆
ど
些

父
す
る
｡

二
'
岩
質
は
何
れ
も
在
炭
質
の
砂
岩
で
あ
る
が
､
大
在
る
も
の
に
は
凝
衣
貸
賃
岩
部
が
あ
っ
て
､
粘
土
の
薄
薬
を

挟
み
'
年
輪
楼
構
造
を
呈
す
る
｡

三
'
着
年
輪
横
交
互
静
は
岩
脈
の
外
側
を
占
め
､
且
岩
脈
の
側
壁
と
同
様
垂
直
に
教
壇
す
る
｡

四
､
成
因
は
判
然
せ
覆

い
が
､
或
は
地
震
裂
鹿
が
噴
彬
泥
は
よ
っ
て
充
填
n
机
ね
も
の
か
も
知
れ
な

い
｡

五
'
岩
脈
珪
戊
の
時
期
は
恐
ら
-
節
三
配
中
で
あ
ら
う
｡

潤
筆
す
る
に
皆
-1
文
献
に
つ
き
御
教
示
を
賜
っ
た
小
川
琢
治
博
士

･
大
村

11
赦
学
士
並
び
に
踏
査
は
助
力
を
惜
せ

れ
在
か
つ
ね
富
川
高
等
撃
枚
安
部
武
雄
氏
に
証
人
で
謝
意
&
.衷
す
る
次
第
で
あ
る
｡
(

一
九
三
五
､
二
､

一
〇
)

迫
相
木
桁
は
昨
咋
九
月

の
･甘=
山
地
拳
骨
例
骨
に
於
て
狂
表
せ
る
も
の
で
'
考
妹
の
不
充
分
な
る
ま
1

に
大
方
誠
兜

の
御
教
示
を
斬
ふ
こ
と
1
し
た
｡

こ
の
鮎
鑑
蕊
に
も
御
寛
恕
を
乞
ふ
次
鰐
で
あ
る
0

文

献

0
位
滋
付
滅

水
成
山村
の
砂
･:〃
'
噴
出
･:肘
の
北
･S
･:tg
小
に
赴
入
す
｡

(

地
新
鮮
郁
謎

妨

一
怨

捌

1
七
鮮

明
掃
二
十
七
舛
)

◎
火
相
聞
m
心
根
内
の
砂
山T{
脈
｡
(
地
準
郁
蕊

鮮
三
四
雀

三
脚
七
許

大
正
十

1
年
)

◎
T
･
W
a
k
im
izu
,
C
ta
s
tic

D
ik
e
s
a
n
d

R
ip
pt?
m
a
r
k
s

o
n

th
e

E
n
v
ir
o
n
so
f

T
a
n
a

be
B
ay
,
(P
r
eservation
of
N
a
tu
ral

m
o
n
u
m
e
n
ts

in
J
ap
a
n

I

t,)933.)

6
)位
藤伸
城

･
佐
藤
抑
tl-～

滞
l1
鉛
山
村
似
帖
牛
抱
.
(
文
部
解
天
然
紀
念
物
舶
悲
報
朝

地
封
鉱
物
之
部

解
凹
桝

昭
和
五
年
)

◎
辻
村
太
郎

師
厨
谷
の
性
駅
北
び
に
日
本
払

一
･%
の
地
形
駿
的
断
層
柵
造
(地
軸
)
O
(
地
敷
革
評
論

解
二
啓

二

l
三
試

大
正
十
五
咋
)

城
川
描

越
中
仰
披
中
野
市
部
荊
給
水
断
層
以
下
の
扇
状
地
配
列
に
就

い
て
｡
(
地
靴
聯

節
三
食

節

T
･
こ
舵

昭
利
十
舛
)

@
今
村
外
3.5

付
目
川
噺
に
於
け
る
月
長
ポ
縄
紋
･=Tg
の
新
産
地
'
(
他
部
聯
赦
髄

節
三
十
九
容

昭
利
七
舛
)



･

毒

tl.過

①
的

八
化
節
三
紀
併
称
に
介
小
孔
巌
山.S
の
分
和
に
就
き
て
｡
(地
肌
鮮
触
髄

節
三
i･
丸
谷

三

i
O
:･;

昭
利
七
年
)

◎
禦
月
腿
粘

仰
吐
川
見
随
及
び
軟
谷
見
抜
の
地
形
｡
(地
靴
離
評
論

妨

一
〇
各

色
越
中
痢
光
の
仰
納
ま
に
就
て
｡
(
地
邸
雄
蕊

姉
二
光
怨

大
.B
二
年
)

e
前
-;
10

昭
利
九
叩
)

⑪
A
･
G
eik
ie
T
e
x
t
B
o
o
k
o
f
g
e
o
to
g
y
V
o
t･
Ⅰ･
P
･
6
6
5.
)9
23
･

⑩

,I

JJ

V
o
).II.
P
I
7
6
0.
)9
23
_

⑲
A
･
G
e
ik
ie
o
p
.
c
it-

㊥
W
･
S
al
o
rn
o
n
.
G
r
u
n
d
2;a
g
e
d
e
r
G
e
o
lo
g
ie
,
(B
d
.
1.
S
,
N
29
,
)9
24
･)

⑩
F
･
O
m
or
i.
P
r
e
tiLn
in
ar
y

N
o
te
o
n
th
e
F
o
r
m
o
sa
E
a
r
th
q
u
ak
e
o
f
M
a
r
ch
t7
,
)90
3
･
(B
u
lt,

@
加
藤
洗
米

大
正
十
二
咋
九
月

l
日
脚
氷
大
地
恋
ノ
地
封
ai,的
考

察o(綻災
漁
防
訓
衣
食
報
菅

節
甘
紙
乙

㊥
波
速
久
宙
､
佐
藤
式
止

丹
後
地
鑑
及
外
地
担
｡
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